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ウ ィ リア ム征 服 王 が イ ソ グ ラ ソ ドに 渡 った1066年 よ り前 に,当 地 の 上 流 社 会 に は フ ラ ン

ス の 風 俗 と言 語 とが か な り広 ま って いた の で あ る が,ウ ィ リア ムに 続 い て 主 に,ノ ル マ ソ

デ ィ地 方 の 人 々が 多 数 イ ソ グ ラ ン ドに定 着 して か ら,彼 等 とそ の 子 孫 達 は 数 世 紀 の 間,イ

ソ グ ラ ソ ドの 言語 と文 化 とに 著 しい 影響 を 与 え る こ とに な った 。 この 人 達 の 作 り出 した 文

学 が ア ソ グ ロ ・ノル マ ソ文 学 と呼 ぼ れ る。 彼 等 以 外 に も土 着 の イ ギ リス 人 や 大 陸 の フ ラ ン

ス 人,ノ ル マ ン人 も この 文 学 の 担 い 手 とな った 。

この 言語 と文 学 が 人 び との 興 味 を 引 い た の は18世 紀後 半 に遡 る。 しか しそ の研 究 は1939

年 に 至 って も 「細 部 を つ み 重 ね て 綜合 す る こ とが 可 能 に な った に す ぎな い … 一 しか もそ れ

は,ま だ 決定 的 な研 究 と な り得 て い な い 」 の で あ った 。1)1963年 に オ ッ クス フ ォー ドか ら

Anglo-NormanLiteratureandZtSBα6々gro襯4を 刊 行 され たLegge教 授 は,今 で も こ

の 分 野 の研 究 が 不 充 分 で あ る こ とに 言及 され て い る 。2)ア ソ グ ロ ・ノル マ ン文 学 の 研 究 を

取上 げ るに あ た って,私 はPaulStuderのOxford,TaylorianProfessoroftheRo.

manceLanguages教 授 就 任 演 説 「ア ン グ ロ ・ノル マ ンの研 究 」(1920年2月)3)に 非 常

な示 唆 を 受 け た こ とを 前 置 き と して,ま ず ア ン グ ロ ・ノル マ ソ文 学 の 諸 特 徴 を 述 べ た い と

思 う。

1920年 代,30年 代 には ア ン グ ロ ・ノル マ ン語,文 学 に つ い て の 貴 重 な 研 究 が 発 表 され

た 。Studer教 授 に 続 い て,こ の 時 代 に な され た い くつ か の 研 究 書 を 次 に あ げ て お こ う。

in1923:JohanVising,Anglo-NormanLanguageandLiterature,London.

in1924:0.H.PrioreditedtheffirstvolumeofCambridgeAnglo-Norman

Texts:DivisionesMundi,fortheCambridgeAnglo-NormanTextSociety.

in1934:M.K.Pope,FromLatintoMedernFrenchwithEspecialConsideration

ofAnglo-Norman,Manchester.

in1936:E.Walberg,QuelquesAspectsdelaLゴ 磁 剛z耀anglo.nornzande,paris.

in1938:C.B.West,CourtoisieinAnglo-NormanLiterature,Oxford,

in1938:Anglo・NormanTextSocietyfirstpublishedLaメ)etitephilosophie,ed。

W.H.Trethewey,Oxford.

本 文 の お わ りに はSelectBibliographyを 付 け た 。 これ に よ って ア ン グ 巨 ・ノル マ ンの 文

学 作 品 とそ の研 究 の 現 状 が うか が わ れ る と考 え る。

* * * ** *
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912年 に ノル マ ソ人は フラ ンク王 か らノル マ ンデ ィ地方 を 譲与 され,そ れを領 有 して ノ

ル マ ンデ ィ公 国を建設 した。彼 等は101　±一紀初頭 か らliI{!一紀にか けて巧妙 な政治手腕 を もっ

て其 の地に強 力な政体 をつ くり上 げ,BecやCaenに は パ リに先駆 け る優れた 学問所を

作 った 。そ こでは高 い文化水準 が保持 され て いた とい う。 当時 の ノル マ ソ人 は実際的 な人

び とであ り,強 い好奇 心を もち,真 面 目な宗 教心を抱 いていた よ うであ る。彼 等は11世 紀

にな って も まだ先祖 の 冒険心 を失 なわなか った らし く,巡 礼や 商人や兵 士 とな り,或 いは

この三 者一 体 とな った集 団で フ ラソスや イスパ ニアの諸地方 にはい り込み,地 中海の諸港

に 出入 りした 。 ウ ィ リアム征服 王が イ ソグラ ソ ドを掌握 してい る間に,こ の集団は 南イ タ

リアに お よび,其 の地 に強 力な王国を建設 した。 ノル マ ソ人 が この よ うに急 速に作 りあげ

た 勢 力は 制海権 に立脚 した もの であ った といえ る。

海洋雄 飛を好 む ノル マ ソ人の嗜好 を裏書 きす るか の よ うに,海 の冒険物語 の 「聖 ブ レン

ダヌスの航 海」4)が イ ングラン ドに居 を定めた ノル マ ソ人 に よって いちはや くラテ ン語か

らア ソグ ロ ・ノルマ ン語 に翻訳 され てい る。 これ は当時大 層人気 のあ った もの ら しく,120

余 の ラテ ソ語に よるNavigatioSanctiBrandaniが 現在残 ってい る。 西方 の大海 の中に

あ る不 思議 な魔 法の 島 々へ旅を し,地 獄 と天 国 とをか い ま見 る聖Brandanと そ の17人 の

弟子 の遍歴 の物 語で ある。彼等 は神に反 逆 した 天使達 の中で罪 の軽 い ものたちだ けが 白い

鳥に な って住 んでい る鳥の 島を訪れ た り,地 獄 の炎か らひ と ときを逃れて,大 海 の真 ただ

中の岩 に坐 り,荒 波 に打たれ なが ら贈罪を して い る,骨 と皮 ばか りの ユ ダに遭 遇 した りす

る。現存 す る最 古 のア ング ロ ・ノル マ ン語の写本5)に よって伝 え られ て い る この作品は,

最近 の研 究 に よる と,ヘ ン リー一世 の最 初の 后Maudに 捧 げ られた もの の よ うで ある6)。

「聖 ブラ ソダソ」の作者 のBenedeitと ほぼ 同 じ時 にPhilippedeThaunカ ミ1119年 頃

「暦 法」71を あ らわ した。つ いで彼 は博物学 に関す る手 引書 と もい うべ き1'ノzッ∫!θZog螂 を

翻訳 して 「動物 誌」B8∫ 彦如〃68)を 書 いた。 ア ソグ ロ ・サ ク ソン語のPhysiologusは イ ソ

グ ラン ドに存在 していた が,こ れ は フラ ンス語の中 では一番 古いr動 物誌」(1121-1135)

であ る。13cstzaireは 実在 と架 空の動 物を と りまぜて動 物たちの 習性を え が き,そ れ ら

を比 喩的な象徴 であ らわ してい る。例 えば ペ リカ ンは 胸を 引裂いて血 を与 え,我 が子 の生

命を救 うといわれ,キ リス トになぞ らえて ある。PhilippedeThaiinは 五`zノ)14α!r'「宝石

誌」 も書 いた。最 も 古い 加 ρ認α!プ8も ア ング ロ ・ノル マ ンの ものが 残 っていた 。9)こ の

よ うな作 品が他の様式 よ り早 く現われ た ことは ア ソグロ ・ノル マ ソ文学 の 性格の一 端,す

なわ ち早 熟性Precocity1°)を 示 して いる と言 って も よいであろ う。

歴 史 と年 代記 も又 この文学 の 中で 重要な位 置を 占める。 フ ラソス本土 ではFroissartの

出現 までは 王家の年 代記な い し編年 史が殆 ん どラテ ン語 で作成 され ていた が,イ ン グラン

ドでは 多 くの韻文 の ア ングロ ・ノルマ ン語 に よる 年 代記 が 作 られ た。GeofferyGaimar

は ブ リ トン人 の歴史 物語を書 き,そ れ に続 いてL'FstoricdesL+'ngles(1147-1151)'1)

をSaxonChronicleを 典 拠に 用いて 作 り上 げた。Jersey島 に生 まれCaenに 住んだ

学僧WaceもGeoffreyofMonmouthの ラテ ソ語のH'∫'θr;`zR8gκ1〃hritanyiiae

(ca.1136)「 ブ リテ ソ列王史」12)を 翻案 して,LcRθ 〃ICZIId(・Brzピ'(1155)13)を 世に 出 し

た。GeoffreyのHistoriaに 同 じ く,彼 は ブ リテ ソ王国 の建 国伝説 の王Brutusの 曾祖 父

Eneasが トロイを逃れ る所か ら物語 を始 めて,ブ ル ータスとブ リ トソ人 がAlbionに 定住

す る話 に お よび,ブ リ トソ 最後 の王Cadwalader(689A.D)が 国を離れ,か わ ってサ ク

ソ ソ王Athelstanが イ ソ グラソ ドの王 とな りCadwaladerの 子孫 た ちが 後 に ウ ェ ー ル
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ズに戻 って落着 く所 で叙述を終 えてい る。 これ には事 実 と架 空の物語が い り混 ってい るけ

れ ども,出 来 る限 り読者に信 愚性のあ る知識 を与 え よ うとす る意 図が ある。 ワースは それ

を ヘ ソ リー二世の 后Eleonoreに 献 じた。 この 「ブ リュ物 語」は詩人 としての ワースの優

れた技量 を示 してお り,こ の分野の傑作 であ る。 ヂ ェフ リーに よって紹 介 され,ワ ースに

導かれ て アーサ ー王 と円卓の騎士 は,そ の後 の文学 の広い舞台 に登場 す ることにな る。 ワ

ースは ノル マ ソデ ィ公 歴代の物 語Ro肱 〃zdeRou(1160 --1174)11)に も着 手 したが
,そ れ

は完成せ ずに終えた。彼 と同時代に あ りヘ ソ リー二世 の寵愛 を受 けたBenoitdeSainte-

MaureはChroniquedesDπ65deNoη 肥 η4∫615)を 書 き,ノ ルマ ンデ ィ公 の年 代記を

ヘ ソ リー一世 の時代 まで叙 述 した。 ヘ ソ リー二世 とそ の息子た ち との当時の争いの歴 史は

JordanFantosmeのChronicleに 残 ってい る。16)

文学 史上 ア ソグロ ・ノル マ ン時 代はヘ ン リー一世 の時代 に始 まるとされて い るが17),そ

の後,ヘ ンリー二世 とEleonored'Aquitaine妃 との 官廷 には 各地か ら 学者や詩人や 騎

士 が集 まった。 ヘ ソ リー二世 の領地は ス コ ッ トラン ドか ら ピレネまで拡 が り,西 ヨー ロ ッ

パに勢 力を 誇示 していた。 プ ロヴァンス文学 の詩人BernarddeVantador(3 .148-95)

もエ レオ ノール王妃 の宮廷 に関係が あった といわれ る。 この ヘ ン リー二世の官廷 は英国の

歴史 に重要 な 意味 を もた らす ことにな るのであ る。 当時BritishIslesは ス カソデ ィナ ヴ

ィア諸国 と共 に ヨーロ ッパ文化 圏のいわぽ外 縁に位置 していたか ら,大 陸 との交 渉が断絶

すれ ば歴 史の潮流 の動 きか らと り残 され る危険 を含んでいた。 イ ソグラソ ドは ノル マ ンデ

ィとの交流 を通 じて この断絶を まぬがれ,中 世全期 にわた って地 中海 文明 との交渉を維持

す る様 にな った。 ヘ ン リー二世以後 プラ ンタ ジネ ッ ト朝宮廷 の果 た した役割は 歴史的に も

文学的 に も高 く評価 され なければ な らない。 冒険心 と投機心 とに溢れ,巧 み な外交手腕や

実務能 力を具 え,優 れ た文学,美 術観を持 ち合 わせていた ノル マソ人が,沈 滞 した イ ソグ

ラ ソ ドの主に知的 な面に貢献 した とい うことは見逃 してはな らない。

フラ ンス文学 の叙事詩の傑作LaChanson46Roland18)や 」L8PelerinagedeChar ・

lemagne19)に はア ン グロ・ノル マ ソ語の写本 が残 ってい る。 この両 作品が ア ソグロ・ノル マ

ン語 で保存 され てお り,更 に イ ングラソ ドの地で模倣 されて 中世英 語の作品 とな りRoland

andVernagu2°)やSong・(ゾRoZα η421)やLyfofCharlestheGrete22)と して この地

に広 まった ことは興味 が深い。

ア ング ロ・ノルマ ソ文学 ない し文明が持 っていた真 の値価 は,互 いに離れ て存在 して いた

二つの 国,イ ソ グラン ドと フランス との 問に人 種的障害を越 えて,活 発 な知 的交流を行 な っ

た ことにあ る。 この文 明の特徴 は ℃osmopolitanism'に あ る といえ よ う。KingHornzs),

魚"・Z・cktheDune24),RichardC・erdeLi…25) ,F・useF露 ㎜ 珈26),やKing

Dermot27)が 新 しい型 の 叙事詩 の 主人公 にな った。 此等の叙事詩 にはLaChansonde

Bolandに おける よ うな戦 う戦士 たち の荒 々しい雰 囲気が和 らげ られてい る。 これ らは既

に で き上 った貴族社 会のなかで,平 和酌 な安定 した雰囲気 を持 って生 まれ て きた。つ ま り

それ らは ロマ ソスの騎 士道物語や 冒険物語 とな った 。 イ ソグラン ドに落 着いた ノル マ ン人

の子孫は この よ うな社会的,文 学的 条件 の もとで,12世 紀にはか つての敵で あ った ア ング

ロ ・サ クソンの 事 蹟を もほめたた え 始 めた 。Gtci46Warewic2e), .Bκ8脚deHantonc

29)はRolandやOlivierと 同様 に 著 名な英雄 にな
った。 物語 は まず アソ グロ ・ノル マ

ソ語 で書かれた後,中 世英語 の ロマ ソスにな って残 った。

この他 ア ソグロ ・ノル マ ソ人 はイ ングラン ドを古典古 代の文明に再 び接 触 させ る役割 を
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も果 した。フラソス文学 で古代 物 とよばれ る一 群の作 品,ト ロイの話3°)やテーベの話31)ア レ

クサ ソダー大 王の物語32)等 がイ ングラソ ドに伝 わ り此 等は また 其の後 中 世英語 の文 学作 品

の主題 に と り入 れ られ て流布 され た。 この こ とは カ ロ リンガ ・ルネ ッサ ンスの波 を ア ング

ロ ・ノル マ ン文学 が イ ソ グラソ ドの岸 辺に もた らした ことを意 味す るであろ う。

フラ ンク王の所有す る北 フラ ソスを侵略 し,略 奪を ほ しい ままに して いた 頃の ノル マ ソ

人 は,標 桿 で好 戦的 であ り,10世 紀 以前には ノル マ ンデ ィ地方を 徹底的 に荒 らした のだ った

が,ノ ル マ ンデ ィに公 国を うち建 ててか らは敬 慶で熱心 な キ リス ト教信者 とな り,教 会の保

護者 とな った 。イ ングラ ン ドに渡 った この ヴァイ キ ソグの子孫 も宗教 に非 常な関心 を示 し

た のであ る。Ely,Canterbury,York,Durhamな どに居 住 して いた ノルマ ン人 の建 築家

がた てた石碑 に宗教詩 が きざまれて い る。これは彼等 の宗教 的作品の最 初の ものであ ろ う。

彼等 は ノル マ ン様式 の修 院や教会 を僧侶や 学僧 のた めに建立 した。 そ して僧侶 や学 僧の宗

教 的知識 の分け前 にあつか ろ うと熱心 であ った 。聖 書の物 語のLiQuatreLivresdesReis

33)がア ソ グロ ・ノル マ ン語で書か れた
。現存す る5写 本の うち最古 の ものが ア ソグ ロ ・ノ

ル マ ソ語であ る。 其 の他 「詩 篇」34)や 「黙示録」35)も 又 この 言葉で書かれ てい る。 ア ソ グ

ロ ・ノル マ ン文学作 品 とされ てい る ものの うちでは聖者伝 や説教 や教 訓物語は極 めて多 く

重要 な部分 を占めてい る。36)フ ランス文学史 上最古 の聖者伝 であ るLaViedeS`tAlexis

37)にも
,ま た最 も古い 劇作 品で あるLeMystered'・4ぬ7が8)に も ア ング ロ ・ノル マ ン語

の特徴 がみ られ るo

ア ング ロ ・ノル マ ン文学 とい う立場 か らア ン グロ ・ノル マ ン人 の果 た した最大 の功績 を

指摘す るな らば,そ れ は彼等 が ヶル ト的素材一 ブ リタ ニアの 素材MatiさredeBretagneを

西 ヨー ロ ッパに広 めた ことに ある。 ケル ト人 とサ クソソ人 とは何世 紀 もの間,敵 と して或

いは平 和な隣人 と して 共存 して きた が,サ クソ ソ人 は ケル トの文学的 素材 を イ ソグ ラン ド

の地で はみの らせ る ことがで きなか った。 ノル マ ソ人 が イ ソ グラン ドに定着 す るや,持 暫

の強 い好奇心 に よってで もあろ うか,こ の ケル トの素材,空 想 と驚異 の物語 が文学 的創造

の源 とな り始 めた。 目に見えぬ客 の住 む館,人 間の愛 を求め る妖精,魔 法の剣,魔 法 使や,

トリス タ ソとイ ズーが示 す不可 思議な情熱 や,ア ーサ ー と円卓 の騎 士 の話 な どが新 しい文

学を生 み 出 して行 った 。39)こ の よ うな ケル トの素材を あつか った 物語 は ウエ ール ズ語や ア

イル ラ ソ ド語に よ っては文学的 成功 を獲得 し得 なか った であろ うが,ア ソグ ロ ・ノル マ ソ

語を媒 介に してその豊か な発展 をみせた のであ った 。

ア ソグ ロ ・ノル マ ソ文学の担 い手た ちは北 フランスの騎士 物 語や,プ ロヴ ァソスの洗練

された 宮廷恋愛 物語 の影響 を も受け,ケ ル トの伝 説 を も用 いて英 仏海峡 の両 岸で文学 史上

に重 要な文学作 品を創 造 して行 った 。彼 等の文学 は様 々な様式 にわた ってい る。 ア ングロ

・ノルマ ソ文学 は ,中 世 イギ リス文学 に深 い影響 を与 えた だけ ではな く,フ ランス文学 に

も大 きな貢 献を な した のであ る。
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Ex.35)

CharlestheGrete,Caxton'sedition.1485.,ed.S.J.Herrtage,2pts.(Oxford.1880).
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(2)7'heRomanceofHornby"Thomas,ed.MildredK.Pope>2vol.(Oxford.1955,

1964)〔Anglo・NormanTextsX皿 一X皿 〕

(1)LeLaid'HavelocandGairraar'sHavelockEpisode,ed.AlexandreBell

(Manchester,1925).

(2)H慨 ♂o々theDane,re・ed.W.W.Skeat(Oxford,1868),〔EETS,Ex.4〕
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Ex.46,48,65〕
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Fowler,RE.:UneSourcefrangaisedesPo°mesdeGower .Paris,1905.
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Leipzig,1814.
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siさcles.Paris,1921,

Vising,J.DeuxPoemesdeNicolasBozon:leChard'Orgueil;LaLettrede

L'EmpereurOrgueil.Goteborg,1919.

NicholasTrevet

Dean,R.J.:TheLifeandWorksofNicholasTrevet.unpublishedthesis.

Oxford,1938.

Hog,T.:AnnalesSexRegumAngliae.1845.(EHS)

Rutherford,A:TheAnglo-NormanChronicleofNicholasTrevet,unpublished

--24-一



23)

23-1

23-2

23-3

24)

24-1

24-2

25)

25-1

25-2

26}

26-1

26-2

27)

27-1

2$)

28-1

28-2

29)

29-1

30)

so‐z

30-2

30-3

31)

31-1

32-2

32)

32-1

32-2

32-3

ア ソグ ロ ・ノル マ ン文学 素描

thesis.London,1932.

PhilippedeThaon

Mal1,E.:LiCumpozPhilipedeTha面n,miteinerEinleitung.Strassburg,1873.

Walberg,E.:LeBestiairedePhilippedeThaiin,textecritique,publieavec

uneintroduction,notesetglossaire.Lund,1900.

_.__:EtudesurlaLangueduMs,anc.fondsroya13466delaBib1,de

Copenhague.Lund,1902.

Pierred'AbernumofFetcham

Beckerlegge,0.A。:LeSecr6desSecrez.Oxford,1944.(ANTS)

Steele,R.:ThreeProseVersionsoftheSecretaSecretorum.London,1898.

(EETS,Ex.)

PierredeLangtafts 　　
Tischbein,W,:LJberVerfasserandQuellendeszweitenTeilesderaltfranz

ReimchronikPeterLangtofts,diss.,Gottingen,1913.

Wright,T.:Editiondesdeuxtextes,ChronicleofPierredeLangtofts.1866-68.

RobertBiket

Dδrner,H.:RobertBiket'sLaideCor.diss.,Strassburg,1907,

Wulff,F.:LeIaiduCor,restitutioncritique,Lund,1888.

RobertdeGretham
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theNorman-FrenchandLatinintoEnglishverse.Seattle,1926.

Studer,P.:LeMysteredAdam,AnAnglo-NormanDramaofthetwelfth

century.Manchester1918.

AmadasetYdoine

Reinhard,J.R.AmadasetYdoinP(ca.1220).Paris,1926.(CFMA)
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Michel,F.:Charlemagne,anAnglo-NormanPoemofXIIthCentury.London,

1836.

Dermot
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Jordan,L.:DasVolksbuchvonFulkFitzWarin,DeutschvonLeoJordan.

Leipzig,1946.

Kemp-Welch,A.:TheHistoryofFulkFitzWarine,withanintroductionbyL.
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Oulmont,C.LaGestedeBlancheflouretdeFlorenceandMelioreYdoine.

Faris,1911.

Wright,T.:SpecimensofLyricPoetry.PercySociety,1842.

PlaintesdelaVierge

Tanquerey,F.J.:PlaintesdeIaViergeenAnglo-Frangals.Paris,1921.

Psalter

Fichte,E.:DieFlexionimCambridgerPsalter.Halle,1879.のコ
Godicke,W.LlberanglonormannischenSchweifreimpsalter.diss.,Halle,1910.

Meister,J.H.:DieFlexionimOxforderPsalter.Halle,1877.

Michel,F.LibriPsalmorumVersioAntiguaGallica.Oxford,1860.

___._...__..____.___:LeLivreePsaumes.Paris,1876.

Schumann,W.VokalismusandKonsonantismusdesCambridgerPsalters.

Heilbronn,1883.

QuatreLivresdesReis

Curtius,E.R.Einleitung,zueinerneuenAusgabeder"QuatreLivresdes

Reis".diss.,Strassburg,1911.

LeRouxdeLincy:LesQuatreLivresdesReis.Paris,1841.

Merwart,K.:DieVerbalflexionindeバ ΩuatreLivresdesRois."Wien,1880.

Plahn,R.:LesQuatreLivresdesReis.diss.,Gottingen,1888.

Schlosser,P.:DieLautverhaltnisseder"QuatreLivresdesRois."diss,Bonn,

1886.

Wartels,W.Wortstellunginden"QuatreLivresdesRois."Hannover,1886.

VitasPatrum

O'Conner,A.O.:VitasPatrum.Washington,1949.

CambridgeAngloNormanTexts

1

9
臼

り
0

Carndridge,1924.

DivisionesMundz,ed.byPrior,O.H.

PoemontheAssumption,ed.byStrachey,J.P.

PoemontheDayofJudgment,ed.byChaytor,H.J.
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Anglo-NormanTextSociety
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12--13.

14-16.

17.
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20.

LaPetitePhilosophie,ed.withintrod.,notesandgloss.byW.H.Trethewey,

1939(1967).

LeLivredeSeyntzMedicines,theunpublisheddevotionaltreatiseofHenry

ofLancaster,e乱byE.J.Amould,1940(1967).

Anglo-NormanLettersandPetitionsfromAllSoulsMS.182,ed.dyM.D.

Legge,1941(1967).

LaSeinteResureccionfromtheParisandCanterburyMSS.,ed.begunbyT.

A.JenkinsandJ.M.ManlyandcompletedbyM.K.PopeandJ.G.Wright,

1943{1967).

D'AbernunofFetcham(Pierre),LeSecrzdeSecrezfromtheuniqueMS.B.N.

f.fr.25407,etd.byO.A.Beckerlegge,1944(1967).

AnAnglo-NormanRhymedApocalypsewithCommenaryfromtheGiffardMS.

formerlyinthepossessionofSirJohnFoxandnowintheBodleian,ed.byO.

Rhyswithahistoricalintrod.bySirJ.Fox,1946(1967).

St.Modwenna,ed.begunbyA.T.BakerandcompletedbyA.Bell,1947(1967).

DialoguedeSaintJulienetsondisciple,po°meanglo-norrnandduXIII'si6cle,

ed.byA.Bonjour,1949(1967).

Thomas,TheRomanceofHorn,ed.byM.K.Pope,Vol.1:Text,criticalintrod.

andnotes,1955.

Anglo-NormanPoliticalSongs,ed.byI.S.T.Aspin,1953.

Thomas,TheRomanceofHorn,Vol.2Descriptiveintroduction,explicatory

notesandgloss.,rev.andcompletedbyT.B.W.Reid,1964.

GeffreiGaimar,L,EstoiredesEngleis,ed.byA.Bell,1960.

CrusadeandDeathofRichardI,ed.byR.C.Johnston,1961.

ClemenceofBarking,TheLifeofSt.Catherine,ed.byW.MacBain,1904.

LaViedeSeintAuban,anAnglo-NormanPoemoftheXIIIthCentury,ed.

byA.R.Haxden,1968.

Chardri.LePetitPlet,ed.byB.S.Merrilees,1969.
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Reimpredigt,herausgegebenvonHermannSuchier.1879,

MariedeFrance,DieLais,herausgegebenvonKarlWarnke,mitvergleichen-

denAnmerkungenvonReinholdKohler,nebstErganzungenvanJoannes

BolteandeinemAnhang"DerLaivonGuingamor"herausgegebenvonPeter

Kusel.3.verbesserteAuflage.192.

MariedeFrance,Fabeln,mitBenutzungdesvonEd.Mallhinterlassenen

MaterialsherausgegebenvonKarlWarnke.1898.

DeranglonormannischeBoevedeHaumtonezumerstenmaleherausgegeben

vonAlbertStimming.1899.
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1.aChangundeGuillelme,FranzcsischesVolkseposdesXI.Jahrhunderts,

kritischherausgegebenvonHermannSachier.1911.

MariedeFrance,DasBuchvomEspurgatoireS.PatricederMariedeFrance

andseineQuelle,herausgegebenvonKarlWarnke.1938.

!

一一33一

凶. 欄


